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を経て、様々な海に親しめる空間づくりが観光客をひきつけるなど都市の活力を拡

大している。 
◦2023 年 10 月以降、国家 4A 級観光スポット－天津港文化観光区となっている。       

（出所：新華社通信） 
③青島港：前湾港区コンテナターミナル（QQCTN） 
・全自動コンテナターミナルで、フェーズ 1は、2008年に４バースが稼働、フェー 
ズ 2は、2017年 5月前湾港区第 4期の６バースのうち２バースが開業、アジア初の 
自動化コンテナターミナルが稼働開始。貨物の年間取扱能力は 520万 TEU。 
・全自動コンテナ ターミナルの最高平均荷役効率：1時間あたり 60.18個／時は、世界 
記録。 
・ヤードでの作業は、積卸しから水平輸送まで。さらに、コンテナヤードでのコンテナ

の吊り下げからゲートのチェックまで自動化され、作業効率は従来の人手に頼った作

業を上回っており、これらは、IoT、スマート制御、情報管理、通信ナビゲーション、
ビッグデータ、クラウドコンピューティングなどの技術により実現されている。 
・ガントリークレーンは、オフィスのモニターによる遠隔操作で、クレーン運転士の労

働は、下を見る作業から水平姿勢でのモニターチェックに変化し格段に軽減された。

天津港と同じく５Gと AI技術によるスマート化を達成しており、多くの技術特許を
得ている。 
・世界初のコンテナ輸送用懸垂式スマートモノレールの運行も開始されており、前湾港

区自動化埠頭から埠頭コンテナ保管区までをつなぐ。５G と BDS（北斗）と自動運
転技術によりスマート化を達成している。 

２）長江デルタ地区港湾群 
①上海港：洋山四期自動化ターミナル 
・ファーウェイの 5G 技術の力で百キロ離れた場所から「コンテナの遠隔操作」が実現
されている。 
・洋山四期の知能管理制御システム（ITOS）（ターミナル・オペレーティングシステム）
は、中国の自動化ターミナルを成功に導いた主要技術であり、「中国製チップ」を採

用している。長年にわたり、この「中国製チップ」は継続的に世代がアップグレード

され、洋山四期の荷役物流能力と効率は世界の自動化ターミナルの中でトップクラス

にランクされている。現在、「洋山四期超大型自動化コンテナターミナルの主要技術

の研究と応用」プロジェクトが実行され、国内外 14 のターミナルに複製され、応用
されている。最新事例として、ペルーのチャンカイ （Chancay）港が挙げられる。
この港は、一帯一路プロジェクトの一つでコスコが南米で初めて開発する CTである。
2024年 11月 24日に開港した。チャンカイ港プロジェクトの第 １ 期の取扱量の長期
計画目標である 150万 TEU を確実に上回ると予測されている。 
・上港集団は、「洋山四期プロジェクトの成功」を上海港のインテリジェント化への道

の探究の終着点ではなく、出発点と位置付け、新たな自動化システム開発を継続して

いる。「南には ITOS、北には NEO-TOS」と言われるが、NEO-TOSとは、2024 年 8 
月、正式オープンした羅涇コンテナ港区第 1 期のインテリジェント TOSシステムで、
上海港の洋山四期後の自動化ターミナル分野における新たな探求である。国産データ
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ベース、国産オペレーティングシステム及びサーバーの性能が一層向上した 『中国
製チップ』であり、従来ターミナルのシステムに直接コピーできる。 
・上海港の第 3 の自動化ターミナル建設計画：小洋山北作業区に 7 万トン級 7 つのCT
と 2 万トン級 15のCTを建設。総設計処理能力は 1,160 万 TEU で、2026 年の初期
の生産能力は 150 万 TEUと見込まれる。 

  ②上海国際海運センター羅涇（ラケイ）コンテナターミナル第 1 期開業（2024.8.7）                                      
・2024年 8 月 7 日、上海国際航運センター羅涇コンテナ港区第一期開港式典が羅涇コ
ンテナターミナル第一期で行われた。 
・完全自動化羅涇コンテナターミナルは、石炭と鉱石の荷役ターミナルから生まれ変わ

った。これは中国初の古いターミナルの体系的なコンテナターミナル化の改造プロジ

ェクトである。 
・羅涇港コンテナターミナル改造プロジェクト第一期の計画と建設：上海国際航運セン

ターのデジタル化、知能化、環境保護を目指した発展の成功モデル。羅涇コンテナ港

区の開業は、上海港のハブ港としての地位をさらに強固なものにし、集散輸送構造の

グレードアップを図るもの。 
・石炭ターミナルがグリーンポートに変身。羅涇は、上海港の石炭と鉱石輸送サービス

の主要な作業区であったが、高汚染と低付加価値のため石炭と鉱石のターミナルは 
2017 年と 2019 年に閉鎖、同時期、上海港のコンテナバースの能力が不足していた。 
・2022 年 9 月、上海港羅涇港区計画修正案が承認され、既存の石油ターミナルと石炭
ターミナルがまとめてコンテナターミナルに改造された。プロジェクトは 2022 年 12 
月末に着工し、2023 年 12月 28 日、プロジェクトの第一段階が完成し、引き渡され
た後、ターミナルは試運転作業を実施し、試運転については、このプロジェクトは廃

材を巧みに利用して真新しいターミナルを建設し、古い構造物の資源の 70％を建設
過程で利用し、解体された建築資材の 30％を再利用することで、建設から生じる環
境リスクを最小限に抑えている。さらに、プロジェクトの第一期工事においては、

10 万トンコンテナバースが 1 つ、 1万トンコンテナバースが ４つ設置され、ターミ
ナルの年間処理能力は、260万 TEUとされた。 
・羅涇港区の「インテリジェント頭脳」は初めて国産化された知能運営制御（NEO-

TOS）システムである。このシステムは、国内データベース、国産操作システムと
サーバーのインフラにより、自動制御、ビッグデータ、人工知能などの技術によって、

ガントリークレーン、トランスファークレーン及び AIV（無人搬送車）の知能化運転
を実現している。 
・今後、上海市は、羅涇港区コンテナターミナル改造第二期プロジェクト、小洋山北側                                                                                                                                                                                                                                  
開発などの主要港湾建設プロジェクトを加速的に推進し、デジタル化、知能化、環 
境保護を主軸とし、効率向上、機能拡大、運動エネルギー増大を指針とし、上海港 
の質の高い発展及び将来のコンテナ取扱量拡大という新たな空間を切り開き、上海 
国際航運センター建設の戦略計画に沿って、新たな時代の知恵環境保護港湾を打ち 
立て、長江デルタの一体的な発展と海運強国のために一層大きな貢献をするとして 
いる。（出所：上海市交通委員会 2024－08－22） 

③上海港のGX 
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   ・グリーン海運回廊建設 
    2023年上港集団（SIPG）は、ロサンゼルス港、ハンブルグ港と共同でグリーン海運 
    回廊建設を提唱。2024年協定締結。（事例）羅涇港区のコンテナ港への改造プロジェ 

クト：長江の環境保護を目的として、上海港の石炭・鉄鉱石を運営停止。その後自 
動化コンテナターミナルを建設した。陸上電源設備の完備、陸上電源の利用率拡大 
により、国内初の「グリーン港区」を設立。コンテナターミナルの大型荷役設備の 
低炭素化を推進中。 
・LNG燃料給油 

    LNG 供給事業で飛躍的進歩を遂げている。現在、上海港は保税 LNG 燃料供給港と 
    して世界でトップ 3 にランクされている。現在までに上海港は国際航行船舶保税  

LNGを 125隻供給しており、供給量は 73 万立方メートルに達している。同時に、 
LNG 燃料補給サービスも常態化しており、上海港の 2024 年の年間燃料補給量は 45  
万立方メートルに達し、70％以上増加すると予測されている。サービス地域につい 
ては、今後、洋山港区から外高橋（ソトタカハシ）港区まで拡大され、上海港全域 
をカバーすることが期待されている。 
・グリーンメタノール燃料供給：供給事業も歴史的な前進を遂げ、2024 年 4 月、上海
港は大型コンテナ船へのグリーンメタノール燃料の STS（Ship To Ship）の同時給油
に成功した（図表７）。2025 年、上海港は定期的なグリーンメタノールバンカリング
を実現する予定。貯蔵タンク施設の改修や拡張などを含むインフラ建設を推進中。現

在、上海港は 2隻のLNG バンカリング船と 1 隻のメタノールバンカリング船を保 
有。将来的には、両タイプの船をもう 1 隻ずつ増やす計画。2030 年までに、LNG 燃
料供給能力 100 万立方メートルとグリーンメタノール燃料供給能力100万トンの「ダ
ブル百」を達成することが目標。（出所：上海家園） 
 
      （（図図表表 77））ググリリーーンンメメタタノノーールルババンンカカリリンンググ  

       
     上海市の洋山深水港第３期ふ頭に停泊するコンテナ船「アストリッド・マースク」。（４月１０日撮影、上海＝ 

新華社配信） 

【新華社上海４月２９日】中国上海市の洋山深水港第３期ふ頭で１０日午前、メタノール燃料供給船（バンカ 

リング船）「海港致遠」が同港に停泊していたグリーンメタノールを燃料とするコンテナ船「アストリッド・
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マースク」に横付けし、燃料供給作業を行った。２隻によるドッキングの成功は、中国初の「船対船」方式によ

る保税扱いでのグリーンメタノール燃料供給業務が正式に実施されたことを意味する。これにより同港はオラン

ダのアムステルダム港とロッテルダム港に続く、世界で３番目の同方式によるメタノール燃料の供給機能を備え

た大型港となった。 

④寧波舟山港・・金塘港区、梅山港区自動化コンテナターミナル、鼠浪湖地域のスマー 

トバルクターミナル：“2＋1”スマートターミナルモデルプロジェクト 
・2023年 1月 12日に 5台の新しいスマートトランステナーを金塘地区コンテナターミ 
ナルに導入することに合わせ既に累計でガントリークレーン160台以上、バルクスマ
ート大型設備 15台以上、AGV75両以上を保有して以降、全クラスターのスマート水
準が、新たな段階に達し、スマートポート建設が勢いに乗った。 
・2022年に寧波舟山港は、「世界クラスの強力な港湾建設」を目指し、自動化、デジタ
ル化への転換の道の模索を加速し、梅山港区全域のスマートコンテナターミナル、鼠

浪湖全域のスマートバルクターミナル、金塘大浦口のスマートコンテナターミナルに

代表される“2＋1”スマートターミナルモデルプロジェクトとして、建設を推進した。
一方で、スマート設備の操作技術の困難な問題やスマート設備の継続的な購入や導入

にも取り組み、また一方で、技術力を固め、伝統的設備の遠隔操作を改造し、ターミ

ナルの自動化、デジタル化への転換のために、一定の標準、モデル、カタログやアイ

デアを提供した。 
・ターミナル自動化・デジタル化への転換の実際の需要は、生産しながらアップグレー

ドすることであり、この方法に沿って、寧波舟山港のスマート設備が初期段階に達し、

目下、スマートコンテナターミナル建設において、寧波舟山港の梅山港区、金塘港区

が既に、初歩的な遠隔操作自動化作業クラスターを形成しており、“荷役設備遠隔操
作＋AGV”自動化作業チェーンのレベルアップを図っている。 
・スマートバルクターミナル建設に関しては、全国最大の海上鉄鋼石積替え基地のひと

つである寧波舟山港鼠浪湖鉄鉱石積替えターミナルが、既に、ヤード荷役とターミナ

ルでの本船荷役の自動化作業能力を備えており、鉱石荷役作業効率をさらに引き上げ

ている。 
３）東南沿海地区港湾群 
廈門港：海潤ターミナル、海天ターミナル、遠海ターミナル 
・厦門集装箱碼頭集団有限公司（厦門コンテナターミナル有限公司）が管理する。 
・厦門海潤ターミナル・海天ターミナル：2019 年から、全工程スマート化改造プロジェク
ト開始。これは、伝統的コンテナターミナルの全自動化改造をするもの。 
・一人のガントリークレーンの運転手の約 3㎡の鉄の部屋での作業が、画面によりジョイテ
ィックで操作する。一人でたくさんのクレーンを操作可能。コストダウン、効率アップす

る。労働は軽減された。 
・COSCO の遠海ターミナルは、全自動化コンテナターミナル。2020 年に５G スマート  

ポートを建設し、５Gネットワークを利用し、人工知能（AI）技術を導入し、自動制御、
港湾機器遠隔操作、スマート集計、スマートセキュリティ、及び運転手の行動管理等多く

の５Gの典型的アプリケーションを活用する。遠海ターミナル会社は、今後、５G技術を
利用し無人制御トラックを開発して、コックピットの無い設計を採用し、レーザーやカメ
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ラや北斗により、真の無人操作を実現した。以上のように、厦門港のコンテナターミナル

における、インテリジェント化が浸透するに従い、コストは下がり、効率化が進み、厦門

港の国際的な競争力は高まって、コンテナ船航路は増加し、2023 年厦門港の取扱量が、
世界 13位にまで伸長したと評価されている。 

４）珠江デルタ地区港湾群 
①媽湾コンテナターミナル 
・新規の自動化ターミナルではなく、旧来のターミナルをアップグレード改造したスマ 

ートターミナル。媽湾は元来、深圳経済特区以来のバルク雑貨を取り扱う港湾だったが、

華麗な変身を遂げた。 
・プロジェクトは、総投資額 43.7億元、改造後の岸壁長は、1,930m、バース数は５つ。 

   設計年間取扱量は、300 万 TEU。世界最大のコンテナ船の入港にも対応可能。５G 技
術と「北斗」を使用。「中国移動」と「ファーウェイ」と「北斗」と「平安」等の大手

企業が共同して「中国方式」を構築。人と比べて 15～20 倍の積載効率向上、現場作業
人員の 80％減少、作業効率の 30％減少、セキュリティリスク 50%減少、CO2 排出量
90%減少、輸出入通関効率 30％上昇、完全自動化ターミナル建設と比べてコスト 50％
減少。かなり大きな自動化の効果が発揮された。 

②広州港南沙港エリア 4期自動化コンテナターミナル：2022年 7月 28日正式に稼働 
・粤港澳（エツ・コウ・オウ）大湾区（広州、仏山、肇慶、深圳、東莞、恵州、珠海、

中山、江門の 9市と香港、澳門＜マカオ＞両特別行政区によって構成される都市圏）初
の新たに建設された自動化ターミナルで、北斗測位、5G 通信、人工知能、自動運転な
どの先端技術を集約しており、設備建設からシステムまでいずれも国産化を実現した。

設計処理能力は年間 490万 TEU。 
・同コンテナターミナルは、珠江の河口に位置する。珠江水系内陸河川輸送ネットワー 
クと深水海港がここで交わり、港湾エリア内の南沙港鉄道を通じ河川・海洋・鉄道マル

チモーダル輸送を実現している。 
・同ターミナルは、初めて開発された北斗測位自動運転スマート牽引車（IGV)）を導入。
この小型車両はコンテナ搬送時に北斗、レーザー、視覚測位技術を利用し、磁気マーカ

ーを必要とせず、走行ルートをより柔軟に調整できる。さらに、電力がなくなれば定位

置で自動的に充電できる。  
・ガントリークレーンが情報システムから自動的に出された指示に基づき船のコンテナ  
をつかみ、IGVに正確に積載し、IGVはスマートアルゴリズムにより走行ルートを自動
的にコンテナを指定位置まで運ぶシステムである。作業エリア内は無人。自動化のため

の知能運営システムは、完全に独自の知的財産権を保有している。自動化設備のハード

から情報化システムに至るまで、国内の複数の企業が共同で技術開発。31 件の発明特
許を含む 60数件の特許を取得している。 
・2023年 12月 20日：稼働 1年目で年間取扱量 150万 TEUを達成。（人民網日本語版

2022年 07月 29日 13:38より） 
③広州南沙港の GX（2025 年 8 月南沙港調査時の広州港集団説明資料「Port of Nansha 

Introduction」より） 
・錨地での LNGバンカリング 
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CNOOC広東クリーン燃料株式会社と共同で、錨地での LNGバンカリングを積極的に
推進。最初の作業は 2023年 7月に完了し、2024年には 12,000立方メートルのバンカ
リング作業が 3回完了した。 

  ・今年末までに、240 TEUのスマート電動バージ 2隻が完成する予定である。 
 ・2023年に LNG燃料のバージ 8隻が稼働開始した。 

  ・南沙港エリアには 15万平方メートルの太陽光パネル（年間 1,350万 kWh）があり、中
国の港湾でコンテナトラックの電化率が最も高い。 

５）西南沿海地区港湾群 
①欽州港と西部陸海新通道の概要 
・欽州港は、西南沿海地区港湾群に属する港湾で、防城港港、北海港の 3つが一体的に運
営されている広西北部湾港の中心港である。2023年は、約621万TEUを取扱い、世界
第 30位のコンテナ港湾となり、日本最大の港湾世界第 46位の東京港の 457万TEUを
上回っている。欽州港は、2021年に東京港を追い抜いて以来、わずか 3年で世界 44位
から躍進し、中国国内でも第 8位の港湾に急成長している 。 
・その急成長の原動力は、西部大開発と一帯一路とRCEP（地域的な包括的経済連携協定）
の連携を基礎とする、西部陸海新通道と重慶や成都発の中欧班列との接続という鉄道を

中心とした集貨戦略にある。従来、重慶または成都経由でASEANに貨物輸送する場合、
重慶から約 2400㎞、成都から約 3500㎞長江を下り、上海港で積替えて 25～30日かか
った。だが、欽州港を使用すると、7～8 日で輸送可能となる。この利便性により、
2017 年に西部陸海新通道構築が始まった。ルートとしては、東通道（重慶～懐化～柳
州～北部湾港～シンガポール）、中通道（重慶～貴陽～南寧～北部湾～シンガポール）、

西通道（成都～瀘州（宜賓）～百色～北部湾～シンガポール）の 3つがある。輸送量は、
2021年は 70万 TEU越え、2022年は 75.6万 TEU、2023年は 86万 TEU、2024年は
96万 TEUと急成長している。欽州港を含む北部湾港の 2025年までの目標は、①港湾
取扱量 1000万 TEU、②海鉄連運コンテナ量 50万TEU、③5つ以上の国家物流ハブの
建設、④北部湾国際ゲートウェー港と国際ハブ港の地位の確立の 4 つを謳っており、
2035年目標として、西部陸海新通道の完全構築を目指すとしている。 

 ②欽州港の自動化コンテナターミナル 
・この輸送システムを支えるために、欽州港に大深水コンテナターミナルと自動化コン 

テナターミナルが建設された。欽州港は、大きく2つの部分に分かれている（図表8）。 
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（（図図 88））欽欽州州港港のの概概要要  

 
 
北部湾国際コンテナターミナルが運営する No.1～No.6 までの有人のコンテナターミ
ナルと北港股份が運営するNo.7～No.10までの中国最先端の海鉄連運自動化コンテナタ
ーミナルの 2つである。自動化コンテナターミナルは、No.7、No.8が、No.6、No.7と
同規模で、No.9、No.10 が、大深水ターミナルである。No.1～No.6 は、オレンジ色の
ガントリークレーンが稼働しており、バース処理能力は、100,000トン・14,000TEUク
ラスの船の入港受け入れが可能である。バース水深は－15ｍ、ガントリークレーン延
長は、65ｍ・23列である。年間処理能力 300万TEUである。一方、No.7～No.10 は、
ブルーのガントリークレーンが稼働しており（図表 9）、バース処理能力 200,000 万ト
ン・24,000TEU クラスの船の入港受入れが可能であり、バース水深－18ｍ、ガントリ
ークレーン延長 70ｍである。年間処理能力 262万TEUである。特に、No.9、No.10タ
ーミナルは、コンテナ船の大型化の流れに対応した 24,000TEU 積みの世界最大船型の
コンテナ船が着岸可能な水深－18m の大深水ターミナルとなっている。欽州港の自動
化ターミナルは、U字型工法という先進的な技術的考え方を取り入れたターミナルで、
IGV と外部のトラックが交わらない画期的な自動化ターミナルとなっている（図表 9）。 
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（（図図表表 99））  欽欽州州港港自自動動化化タターーミミナナルル：：UU字字型型工工法法をを採採用用ししたた自自動動化化タターーミミナナルル  

 
③欽州港と鉄道コンテナセンター駅 
・内陸部と港湾間の輸送はコンテナターミナルと接続されている欽州港鉄道コンテナセ 

ンター東駅を通じて鉄道で行われている。港湾と鉄道コンテナ駅間のコンテナの転送は、

IGV（Intelligent Guided Vehicle）を動かすためのセンサーを埋める工事が鉄道部分ま
で到達していないので、トラクターで代用しているということである。完成までには時

間がかかるということである。 
・鉄道コンテナセンター東駅は、海鉄連運自動化コンテナターミナルと接続されるスマ 

ート駅である。全自動インテリジェント門型クレーンなどの鉄道自動化設備が導入され

ており、管理の精細化・グリーン化・インテリジェント化を促進し、西部陸海新通道に

最先端の力を与えることになった。輸出貨物については、重慶や成都からのコンテナ貨

物は全てこの駅に到着するということである。鉄道輸送を担当するのは渝新欧（重慶）

物流公司という鉄道フォワーダーで渝新欧国際列車の貨物を取り扱うプラットフォーム

会社である。 
 
４．おわりに 
これまで見てきたように、一帯一路は、陸のシルクロードと海のシルクロードのインフラ 
整備を通じて、中国国内だけでなく、中央アジアと東アジアのネットワークを融合させつつあ 
る。一方で、その連携関係が、グローバル・サプライチェーンのグリーン化・デジタル化を 
促進させる効果をもたらしている。デジタル化と効率化を進めるプロジェクトが、GX化を併 
せて推進しているのである。つまり、この 2つのネットワークの利用が、グローバル・サプ 
ライチェーン再構築において、有力な選択肢と考えられる状況になりつつあると言える。 
中老班列、中越班列、ASEAN エクスプレス等の中国・ASEAN クロスボーダー輸送と中欧
班列の連携および、中欧班列の中央アジア、コーカサス、東地中海への拡大が、DXと GXと
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いうグローバルレベルでの課題の解決の手段として広がりつつある。海上輸送ではサプライチ

ェーンのグリーン化としてのグリーン・デジタル・シッピングコリドー（海運回廊）における

具体的な対応が進みつつある。例えば、招商局港口は、2023年 7月 19日 CMA-CGMと戦略
的協力覚書を締結した。両者の経営資源を有効に活用し、招商局港口が運営するターミナルへ

の航路寄港やターミナルサービスの向上、物流技術革新、重要な地域プロジェクトの推進など

の分野で中長期に連携してゆく（CARGO 2023.7.28）としている。上海港は、LA・LB港、
グリーン海運回廊で合意した。米ロサンゼルス（LA）市港湾局は、2023年9月 22日、LA港
と隣接するロングビーチ（LB）港と、中国・上海港との間で、炭素排出量削減を加速するた
めのグリーン海運回廊を導入する計画の概要を発表した。船社、港湾など海上輸送関係者と荷

主のパートナーシップによるもので、太平洋を横断するグリーン海運回廊が設定されるのは初

となる（日本海事新聞 2023年 9月 28日付）。シンガポール港は、LA/LB港とグリーン＆デジ
タル回廊の構築に関するパートナーシップ戦略を発表（CARGO 2023.12.8）。さらに、世界
初のメタノール燃料大型コンテナ船「アニー・マースク」が深圳港塩田港へ初入港した（深圳

港集団 2024.2.19発表）。 
シッピングコリドーは、始まったばかりだが、一帯一路におけるインターモーダルコリドー

は、そもそも鉄道による環境対策効果は大きく、スマート化のみならず、海上輸送と比較する

と、リードタイムも短いため、グリーン化には大きな貢献をしている。代替ルート選択の意味

としては、荷主に対するグリーンソリューションの提案という大きなセールスポイントにもな

っている。一帯一路は、ユーラシアの物流全体に対して、鉄道・港湾・国際陸港・荷主等のス

テークホルダーに対する利便性やサービスの展開により、デジタル化・グリーン化のコスト問

題等を含め、更に高度なグローバル・サプライチェーンを創出する大きな可能性を生み出して

おり、GX、DXの拡大を後押ししてゆくと展望される。 
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東アジアの国際物流ネットワークの拡大とその展望 

―中国の国際複合輸送ネットワークの視点から 

 

客員研究員 福山 秀夫 

 
 1．東アジアの国際物流ネットワークの現況 

 （1）ユーラシアにおける東アジア国際物流ネットワーク 

 現在の欧州航路は、喜望峰回りが常態化している。パレスチナ自治区ガザの情勢のもたら

すわずかながらの鎮静化への期待が、スエズ運河通航再開への道を切り開きつつあるよう

にも見えるが、イスラエルの停戦違反行為によって、いつ事態が変化するのか予断を許さな

い状況にある。 
 代替ルートとしてのこれまでの中欧班列の年間輸送量は、2024 年が前年比 10.7％増の

1 万 9,392 便、9.2％増の 207 万 7,216TEU、25 年は 3.2％増の 2 万 22 便、1.3％減の

205 万 191TEU。TEU ベースで 1.3％とわずかに減少しているが（注 1）、将来的に急激

に下降するとは思えない。 
 なぜなら、西部陸海新通道の輸送実績は徐々に増加しており、25 年の輸送量は 47.6％
増の 142.5 万 TEU で（注 2）、広西北部湾港の同年の取扱量は 11.6％増の約 1,006 万

TEU だった。中越班列と中老班列の輸送量の増加と重慶経由の貨物量の増加傾向は、中

欧班列を軸とした国際物流ネットワークを確実に構築しつつある。 
 広西北部湾港は欽州港・防城港港・北海港の三つが統合された港湾で、西部陸海新通道

のハブ港である欽州港のコンテナ取扱量が急速に増加している。 
 昆明、南寧両鉄道局のデータによると、25 年には中国―ラオス鉄道は旅客、貨物輸送とも

に 2 桁の成長を達成し、貨物輸送量は 24.6％増の 2,448 万㌧を記録した。広西チワン族

自治区を起点とする中国―ベトナム間の貨物鉄道は、過去最高の 3 万 7,000TEU の輸出

品を輸送し、86％増となった（注 3）。 
 中国―ラオス鉄道は 21 年 12 月 3 日に正式に開通した。終着駅はラオスのビエンチャン

南駅。22 年 7 月には同南駅積み替えヤード（タナレーン・ドライポート）が完成し、運用を開

始した。これにより、タイへの輸送前に「標準軌」（幅 1,435 ㍉）と「メートル軌」（狭軌、幅

1,000 ㍉）間の貨物の積み替えが可能になった。 
 現在、中国の複数の都市では中国―ラオス鉄道を経由してラオス、タイ、マレーシアへ国

際貨物列車が運行している。 
 一方で、中央アジアでは、カスピ海ルートのアクタウ港、バクー港の急速な整備拡充がシン

ガポールの PSA インターナショナル、アブダビポーツ傘下の DP ワールドによって推進さ

れ、日本の「中央アジア＋日本」対話による支援も 25 年 12 月に明確に打ち出されており、

荷動き量増加の後押しとなっていると考えられる。 
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 中越班列、中老班列の輸送量については、26 年 1 月 21 日の郵船ロジスティクスへのヒ

ヤリングで、中国企業による取扱量は増加しているとの説明もあった。同社は、中越班列、

中老班列から重慶で中欧班列につなぎ、ドイツのデュイスブルクへのサービスの拡大に力を

入れており、中国貨物の取り込みにも努力している（写真 1）。 
 以上のように、中国と ASEAN（東南アジア諸国連合）の経済的一体化と中欧班列を軸と

した国際物流ネットワークの構築が同時に進行しており、さらに、これらと中欧班列を軸とし

た中央アジアの国際物流との融合が進行している。新しいユーラシアの国際物流の形が、

東アジアを中心にして形成されようとしているのである。 
 （2）中欧班列を軸とした東アジアと中央アジアの国際物流ネットワークの融合 

 ロシアのウクライナ侵攻によって本格的に始まったロシア回避ルートとしてのカスピ海ルー

ト（中央回廊）は、22 年に大渋滞を引き起こし、期待外れの結果しか残していなかったが、

中央アジア諸国にとっては、東への交易拡大にとっても、ロシア依存からの脱却にとっても、

大変重要なルートである。現在、急速な整備拡大が進行している。 
 中国は中欧班列とのコネクティビティー（接続性）の重要性を東アジア国際物流ネットワー

クの中心に据えており、グローバル・サプライチェーン（SC）の多様化を推進し、東アジアの

国際物流の拡大を目指している。 
 中国・中央アジアサミットを 23 年 5 月 18―19 日に西安で開催し、「中国・中央アジアサミ

ット西安宣言」を採択。中国・中央アジア運命共同体構築（中国・中央アジアメカニズムの活

用）へ向けて、産業、投資、農業、交通、危機管理、教育、政党などの分野での対話メカニ

ズム構築、鉄道・道路の相互接続、エネルギー分野での協力拡大などの方針を示したこと

も、まさにこの国際物流拡大の一環である。 
 （3）東アジアの欧州向け物流から北米航路への拡大 

 東アジアの国際物流ネットワークの一つとして重要な北米航路は、北米の西岸から北米大

陸鉄道によって東岸へつながり、大西洋を越えて欧州へと接続する「アメリカ・ランドブリッジ

（ALB）」の一部であり、東アジアの SC 拡大の一部と考えることができる。多様化の一類型と

言えるだろう。 
 （4）東アジアから中央アジアへのグローバルな港湾ロジスティクスの拡大 

 アクタウ港、バクー港、西部陸海新通道のハブ港である欽州港、シンガポール港などと国

際陸港としての南寧、昆明、重慶、ビエンチャン、ハノイなどのコネクティビティーが港湾ロジ

スティクスの発展を促し、東アジアに DX（デジタルトランスフォーメーション）化、GX（グリー

ントランスフォーメーション）化を目指す巨大港湾を続々と生み出しつつある。カスピ海ルート

上で、シンガポールの PSA インターナショナルとアブダビの DP ワールドの競争が展開さ

れている。 
 PSA インターナショナルは、欽州港の開発やアクタウ港の開発に参加しており、グローバ

ル・ターミナル・オペレーター（GTO）間のグローバル・ロジスティクスにおける競争が展開さ

れている。このような大きな波に乗り切れていないのが日本の港湾であると言える。 
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 コロナ禍、ウクライナ戦争、紅海リスクなどを経験した世界の新しい潮流は、グローバル SC
の「安定性＝多様化」を重視する考え方であり、国際物流ネットワークの多層的な活用であ

る。国土交通省が 24 年から 25 年にかけて中央回廊を中心とした実証調査を実施している

のは、この流れにそったもので、最適なグローバル SC を探索するプロジェクトと言える。荷

主や海運を含めた物流企業のためのグローバル・ロジスティクスに資するものと考える。 
 
 2．東アジアの国際物流ネットワークの南米への拡大 

 （1）上海港からチャンカイ港へ 

 中国は一帯一路政策の一環として、南米ペルーの首都リマの北 80 ㌔㍍にチャンカイ港と

いうコンテナ港湾を建設し、24 年 11 月に開業した。中国遠洋海運集団（COSCO）グルー

プが運営する自動化コンテナターミナル（CT）は四つのバース（水深 17.8 ㍍）があり、1 万

8,000TEU 級の超大型コンテナ船が入港可能。上海港洋山第 4 期と同じ ITOS（インテリ

ジェント・ターミナル・オペレーション・システム）を導入し、上海港並みの機能を有する港湾

を目指している。 
 COSCO が 24 年末から上海―チャンカイ直航便を就航させており、順調に貨物量を伸ば

している。従来 35 日かかっていたリードタイムを 25 日程度に短縮したとしている。4 年以内

に 400 万 TEU の処理可能な CT を目指す（写真 2）。 
 このルートは、中国による東アジア国際物流ネットワークの南米への拡大と位置付けられ

る。東アジアと北米西岸を結ぶ北米航路と同形式の航路と言える。 
 （2）チャンカイ港からブラジルへ 

 上海―チャンカイ航路が開設されたことにより、チャンカイ港とブラジルのイレウス港間の

5,000 ㌔㍍の大陸横断鉄道建設が意義あるものとなった。中国はブラジルの資源、農作物

（特に大豆）の輸入、ブラジルは東アジアとの貿易を目的としている。南米大陸横断鉄道計

画は正式名を大洋間中央鉄道回廊（CFBC)という。 
 25 年 5 月 9 日、中国とブラジルは CFBC について協議したことを明らかにした。両国は

物流コスト削減・リードタイム短縮などを目的に、パナマ運河を利用しない中南米航路構築

を目指している。これにより、リードタイムを 10―20 日短縮できる見込みで、完成までに 5―8
年かかるとみられる。 
 中国による国際複合輸送、グローバル・ロジスティクスをベースとした一帯一路関連の国際

支援は、ペルーに港湾を建設し、南米大陸横断鉄道を建設することで、東アジア国際物流

ネットワークを南米にまで拡大する政策である。 
 これはグローバル SC の多様化の一つの取り組みと言える。 
 
 3．新しい多様化 

 （1）北極海航路の開設 
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 こうした中で最近、新しい試みが登場した。それは北極海航路の新設だ。一帯一路政策で

「氷上シルクロード」と呼ばれる北極海航路について、マースク、MSC や CMA‐CGM など

の欧州船社は、環境問題とロシアを利する問題などがあるため、利用を控えている。オーシ

ャンネットワークエクスプレス（ONE）も同じスタンスだと考えられる。 
 ところが、中国船社シーレジェンドライン（SEA LEGEND LINE）運航の「ISTANBUL 

BRIDGE」（4,890TEU）が 25 年 9 月 23 日、約 4,000TEU の貨物を積載し、寧波舟山港

を出港、北極圏を砕氷船のエスコートなしで単独航行した。ノルウェー沖の荒天のため予定

より遅延したものの、約 3 週間後の 10 月 13 日に英フェリクストウに到着。リチウムイオン電

池、太陽光発電機器などハイテク部品を運んだ。 
 北極海航路を航行できない冬季には東欧向けエクスプレスサービスを開発予定という。

CO2（二酸化炭素）排出量は通常のスエズ運河通航ルートの約半分になるとしている。 
 （2）北極海航路の展望 

 中国は北極海航路を正式な定期航路として配船を開始したが、他国はどうだろうか。 
 韓国は積極的に北極海航路開発に取り組んでおり、25 年 8 月 19 日に「北極海航路総

合支援センター」を新設。同 6 月末に発足した「北極海航路開拓タスクフォース」が中長期

ロードマップと戦略の策定を担い、支援センターが実際の事業化に取り組む組織となる。東

南部を海洋金融・グローバル物流拠点として育成し、釜山港、蔚山港、慶尚南道の造船産

業を結合することで、北極海航路の運航船の建造、拠点港の運営、環境負荷の低い燃料供

給までカバーした産業クラスターを構築する。 
 韓国海洋振興公社（KOBC）は、政府の海洋政策に沿って、船舶金融分野で蓄積した専

門性や韓国船社・荷主・造船所との強いネットワークを生かし、北極海航路を開拓していく方

針（注 4）。 
 
 4．東アジア国際物流ネットワークの変容への対応と展望 

 これまで見てきたように、コロナ禍、ウクライナ戦争、パナマ運河通航制限リスク、紅海リスク

などグローバル SC の危機に対応して、東アジアの国際物流ネットワークは大きく変容してき

ている。荷主や海運を含む多くの物流企業はグローバル SC の安定性を求めている。それ

は「交易ルート、輸送ネットワークの多様化によって達成される」という考え方が支配的になり

つつある。 
 海上輸送にだけ依存するのではなく、普段からの多様化するグローバル SC の利活用が

非常に重要になってきている。 
 
 （注 1）中欧班列ネット(https://www.crexpress.cn/zoblmenu/single-news) に掲載された 25
年 1 月 10 日発表の統計データを参照。26 年 2 月 9 日最終アクセス 
 （注 2）Landbridge 平台の 26 年 1 月 8 日付記事
（http://www.landbridge.com/yaoujingmao/2026-01-08/129220.html）を参照。26 年 2 月 5 日
最終アクセス 
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 （注 3）Landbridge 平台の 26 年 1 月 8 日付記事（http://www.landbridge.com/wenku/2026-
01-08/129213.html）を参照。26 年 2 月 5 日最終アクセス 
 （注 4）日本海事新聞電子版 25 年 8 月 25 日付「韓国 KOBC、北極海航路事業化へ新組織。
港湾・造船結合、クラスター構築」（https://www.jmd.co.jp/article.php?no=308068） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（写真 1）郵船ロジスティクス 2024 年開始された中越班列ー欧州サービス 
（出所）Dayli Cargo 2024 年 6 月 10 日付 
「越ー欧州でクロスボーダー鉄道輸送■郵船ロジスティクス紅海情勢で海上代替」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（写真 2）ペルー・チャンカイ港 自動化コンテナターミナル  
（出所）新華社 2024 年 11 月 16 日付 「一帯一路」共同建設の重要プロジェクト 
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発発展展すするる中中国国のの港港湾湾戦戦略略～～自自動動化化・・ググリリーーンン化化・・鉄鉄道道連連携携～～  

中中国国物物流流研研究究会会中中国国港港湾湾調調査査  

第第 11  回回  ググレレーータターー・・ベベイイエエリリアアのの AASSEEAANN  へへののゲゲーートトウウェェイイ広広州州港港  

客員研究員 福山　秀夫 

１．はじめに 
 2025年 8月 25日～8月 31日に中国物流研究会は、発展する中国の港湾戦略～自動化・
グリーン化・鉄道連携～というテーマで、広州港・深圳港・青島港を調査した。調査結果を
3回に分けて報告する。第 2回は、「グレーター・・ベイエリアのグローバル拠点深圳港」・九 
国大男澤教授）、第 3回は、「環渤海エリアのグローバル拠点青島港」九法政大王助教）であ
る。 

２２．．調調査査のの目目的的  
 2024年、中国と ASEANとの提携関係を推進する広西チワン族自治区の北部湾港を調査
したが、華南の全体状況把握のためには、広東省の巨大港湾広州港・深圳港の調査が必要と
判断した。それは、粤港澳大湾区・九グレーター・ベイエリア）の発展計画に組み入れられた
3港の開発計画が、一帯一路における重要項目であるからである。また、青島港の自動化・
運営体制や中国初の先進的な SITC自動化デポについて比較のため調査を行った。 

３．調査の背景と意義 
 調査の重要な背景として、１）世界トップ 10のコンテナ港湾の内、中国港湾が、2023年
まで 7港、2024年 6港九香港が 12位に後退）となっていること、２）中国の港湾と海運
の連携強化という現代化が鉄道の現代化を推進し、一帯一路を推進していること、３）一帯
一路の目標として、世界一流港湾の建設を目指す国家目標の推進が、海運と鉄道両者の飛躍
の起爆剤となっていること、４）一帯一路の進展が、新たなグローバル・サプライチェーン
を次々と生み出し、国際物流ネットワークの変容が起こっていることがある。 
 この変容は、中国の港湾戦略が 2019年 11月 13日付「世界一流港湾建設についての「指
導意見」における 6分野 19項目の発展目標・九 1）」を目指す流れ沿っており、東アジアか
ら欧州向け物流において、中国・ASEANクロスボーダー輸送と中欧班列の連携による中欧
班列を基軸とした東アジアのグローバル・サプライチェーンの形成という形をとっている。
これは、中欧班列が海上輸送の代替ルートという位置付けから、平常時から活用すべき海上
輸送ルートとの協調ルートへと成長しつつあることを意味しており、一帯一路に基づく港
湾間及び、国際陸港間の競争と協調の関係が、中国及び ASEAN の港湾の成長を促進して
いる。今回の調査は、以上のような中国港湾戦略の研究としての意義がある。 
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44．．広広州州港港調調査査  
１）広州港概要 
 広州港は、華南最大のエネルギー、穀物、自動車及びバルク雑貨のハブ港であり、中国最
大の内貿コンテナのハブ港である。湖南、江西、重慶、四川、貴州、広西、雲南、安徽、上
海等に多数の内陸港または、事務所を建設し、米国、欧州、シンガポール、ベトナム、タイ、
カンボジア等の国と地域に多数の海外事務所を設置している。2024 年の取扱量は、世界第
６位 2,607 万 TEU で、2023 年 2,541 万 TEU より 2.6％増加である。広州港は、図表 1 の
通り、内港港区、黄埔港地区、新沙港区、南沙港区に分かれる。珠江の西側は珠西地区と呼
ばれ、東側は珠東地区と呼ばれる。珠東地区の南方には、大鏟湾・赤湾・塩田などの深圳港
が位置し、その南に香港港がある。図表 1 の右図は、左図破線エリアの拡大図である。北方
エリアが古い開発エリアで、南方の黄色い部分が南沙港区で新しい開発エリアである。 

 

九図表 1）広州港のロケーション 
        九出所）広州港集団説明資料九2025 年 8 月付） 
 
 広州港・深圳港・香港港の三港はコネクティビティを重視して統一的に運営されている。
広州港の中心が南沙港である。広州港と深圳港は、珠江で東西が分かれており、集貨コスト
や距離により、集貨エリアが異なり、統合的・・協調的な運営がなされている。香港港は、2024
年世界第 12 位に後退したものの、今も、国際海運取引や海事仲裁機能等の中心地であり続
けている。一方で、それらの機能が徐々に南沙港に波及し始めており、三港エリアは将来的
には一体的な巨大海事エリアに変貌するだろう。 
２）広州港最大の南沙港区 
 南沙港区は、龍穴島という島である九図表 2）。フェーズ I～フェーズ V までの計画があ
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るが、フェーズⅣが自動化ターミナルである。フェーズ V は建設中であり、I～Ⅳまでの岸
壁長は合計 7,178m と長大なターミナルが並んでおり、最新の開発港区である。 

フェーズⅣの南沙第四期自動化コンテナターミナル九CT）は、2022 年 7 月 28 日、正式
に運用を開始した。これは粤港澳大湾区初の自動化 CT なる。このＣＴには、以下の技術が
搭載されているが、世界初の先進的な青島第 1 期自動化 CT・九2008～）と同等の技術が導入
されている。自動シングルトロリーガントリークレーン、北斗ナビゲーションと 5G 通信技
術を搭載した無人インテリジェント誘導車両九IGV）九レベル 4 自動運転レベルに相当）、サ
イドにローディングコンテナヤードを備えた水平蔵置式自動化ターミナル等である。 

現在、幾つかの内航・外航船社が正式に南沙第四期 CT に寄港するが、この CT は、80,000
万 DWT までの本船の取扱いが可能である。また、岸壁クレーンの平均生産能力は、1 時間
に 25 ムーブに達している。 

深圳塩田港との使い分けについては、広州港のある珠西区と塩田港のある珠東区は珠江
により東西に分かれており、西側と東側では、トラックの輸送コストが異なっており、住み
分けができており、競争と協調関係となっている。下記に南沙港区のレイアウトを示す。 

 

    
九図表 2）龍穴島のレイアウト－南沙港区 

   九出所）広州港作成資料「南沙港の紹介」九2025 年 8 月付）より筆者翻訳 
 
3）広州南沙国際ロジスティクスセンター九北部エリア）と海鉄連運九図表 3） 
 このプロジェクトには、6 階建て倉庫 3 棟九保管能力 66 万 1,000 立方メートル）と 2 階
から 6 階建ての螺旋状の大型車走行路が設けられており、総投資額は約 17 億人民元であ
る。海上・鉄道輸送機能を備えた総合物流パークで、事業範囲は越境電子商取引、輸出 LCL、
車両コンテナ積載などの機能を備えている。 

広州港集団は、このロジスティクスエリアに南沙オンドック鉄道九南沙港南駅）を建設し
て、38 の内陸港と事務所を設立し、39 の海鉄連運ブロックトレインを運行している。広州
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港の海鉄連運量は、2023 年に 43 万 6000TEU で、前年比 96.4%増。その内、南沙港南駅か
らは 23 万 1000TEU を輸送した。2024 年には、広州港の海鉄連運量は 60 万 5000TEU で、
前年比 38.9%増加した。南沙港南駅からは 33 万 9500TEU を輸送した。その全体エリアを
図表 3 で示す。ロジスティクスセンター側に、南沙港南駅がある。 

鉄道運営については、2011 年 4 月 19 日成立した広州港集団の広州港股份有限公司鉄路
分公司が、鉄道業務全般と地方物流を担当している。投資を行うのは、中国鉄路集団である。
広州港集団へのヒヤリングによると、港湾内鉄道業務は港湾運営として港湾側が行い、中欧
班列は中鉄集団が行うことになっている。その編組駅は江村駅で広州コンテナセンター駅で
ある。 

今回入手した広州港作成資料によると、2024 年、中国の海鉄連運量は、青島港、寧波舟
山港、天津港が上位 3 位を占めた。青島港は 255 万 TEU、寧波舟山港は 182 万 TEU、天
津港は 135 万 TEU を輸送した。 

 
九図表 3）広州南沙国際ロジスティクスセンターと南沙港南駅 

    九出所）広州港作成資料「南沙港の紹介」九2025 年 8 月付）より 
 
6）華南地区港湾の外貿貨物の集貨とシェア：珠江デルタ地区と西南沿海地区の関係 
 華南地区港湾として、南沙・塩田・蛇口・大鏟湾・香港を取り上げる。広州港作成資料「南
沙港の紹介」九2025 年 8 月付）によると、2024 年の南沙のシェアは、約 19％で成長率は約
13％である。シェアは、塩田の約 27％よりは低く、成長率は、塩田の約 5.7％より高い。蛇
口のシェアは約 28％、大鏟湾は約 1％、香港は約 28％で、シェアは、香港、塩田、蛇口、
南沙、大鏟湾の順であるが、成長率は、蛇口に続き、第 2 位である。 
 貨物の集貨に関しては、現在、西南沿海地区の広西チワン族自治区の新興港湾北部湾港の、
特に、欽州港との競争が激化している。西部大開発とシンガポールとの協力プロジェクト西
部陸海新通道による中国・ASEAN クロスボーダー輸送の発展が、広州港の背後圏貨物の一
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部を吸収しつつある。北部湾港は、2025年 1000万 TEUの取扱量を記録し、現在、西江か
ら広州へ集貨されている貨物の一部を欽州港へシフトする平陸運河建設によって、将来的に
は広州港貨物の減少が予測されている。欽州港は中国で最新の海鉄連運専用 AI自動化ター
ミナルを建設中である。ASEANとの隣接エリアにおいて急速に発展する中国・ASEANク
ロスボーダー輸送と中欧班列の連携が、東アジアの物流ネットワークを大きく変貌させつ
つある現状で、珠江デルタ地区の諸港湾の ASEANに対するゲートウェーとしての展開・九図
表 4広州港のハブ・コリドー・ネットワーク）が今後 目される。南沙港の 2025年 7月現
在の航路数は 175航路あるが、そのうちの 83航路、約半分が東南アジア・北東アジア航路
である。南沙港は、欽州港と共に、ASEANとのゲートウェーとなっている。 

    
九図表 4）南沙港の集貨範囲のハブ・コリドー・ネットワークと西部陸海新通道との共存 
  九出所）広州港作成資料「南沙港の紹介」2025年 8月付を筆者翻訳、加工 
 
７）デジタル化とグリーン化 

A）広州港デジタルトランスフォーメーション概要 
①南沙第四期スマートターミナルインフラ 
世界初の AI 誘導車両九IGV）：マルチセンサーフュージョン九北斗+LiDAR九 2）+
ビジョン）を搭載し、自律運行を実現。完全自動化スタック：無人岸壁クレーン、自動
レールクレーン、AI駆動型ヤード管理により人件費 70%削減、エネルギー消費量 15%
削減し、従来型ターミナルをデジタルツインによってアップグレードしている。 
②デジタルオペレーティングシステム 

- 393 -



・GZTOS・「Bay Core」OS・：8つのターミナルを統合制御するプラットフォームで、従来 
のシステムに代わるもので、広州港が独自開発。コンテナ船、バルク船、RORO船など 
のマルチモーダル物流に対応し、貨物取扱量 1万トンあたりの炭素排出原単位を 15% 
向上させる。 

B）グリーンエネルギーのバンカリング状況 
CNOOC広東クリーン燃料株式会社と共同で、錨地での LNGバンカリングを積極的に推
進している。 

C)バージおよびタグボート船隊におけるエネルギー転換 
2023 年に LNG燃料のバージ 8隻が稼働開始。2024 年に 335 隻の国際コンテナ船が陸
上電源に接続された。南沙港エリアの 15 万平方メートルに太陽光パネルを設置九年間
1,350万 kWh）した。 

 
５５．．ままととめめ  
 珠江デルタ地区港湾群は、広州港・深圳港・香港港の 3 港から構成され、GBA九Grate 
Bay Area）諸港の協同的差別化開発を目指して統合的に運営されており、西南地区港湾群
の北部湾港と共に ASEANへの共同的なゲートウェーとして機能している。これに内陸港、
鉄道、DX、GXが連携し、グローバルな発展をしている。 

九 1）九出所）「 部门联合印发《关于建设世界一流港口的指导意见》中華人民共和国国

務院HP 
九 https://baike.baidu.com/reference/24409232/533aYdO6cr3_z3kATKaImar3OyqRN47
96-DWV-RzzqIP0XOpX5nyFI899pk88Lh_HQXctZYtMoZEz6X7C1RE7ehDLrNxF-
tm8nP7VjLHzrn4p51s ）最終アクセス 2026年 2月 16日 
九 2）LiDARとは、Light Detection And Rangingの略。レーザー光を照射して、その
反射光の情報をもとに対象物までの距離や対象物の形などを計測する技術。九産総研マガ
ジン https://www.aist.go.jp/aist_j/magazine/20220928.html 最終アクセス 2026年 2
月 24日） 
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